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三
鷹
市
議
会
で
は
、
全
国
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る

特
色
あ
る
施
策
や
先
進
事
例
を
視
察
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
等
の
参
考
と
す
る
た
め
、
各
常
任
委
員
会
で
管
外
視
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
今
後
の
委
員
会
活
動
は

も
と
よ
り
、
市
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
管

外
視
察
結
果
報
告
書
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
委
員
会
の
結
果
」
ペ
ー
ジ
下
部
の
「
常
任

委
員
会
管
外
視
察
結
果
」
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

≪常任委員会管外視察≫
委　員　会 日　程 視　察　先 視　察　事　項

総務委員会 10月５日 木更津市（千葉県） 電子地域通貨「アクアコイン」の取組

文教委員会 10月２日 豊 橋 市（愛知県） 豊橋市まちなか図書館

厚生委員会 10月16日　
　～10月17日

明 石 市（兵庫県）
あかしこども広場

認知症あんしんプロジェクト

生 駒 市（奈良県） 介護予防事業

まちづくり
環境委員会

10月17日　
　～10月18日

新 潟 市（新潟県） ＢＲＴの導入と新バスシステム

熊 谷 市（埼玉県） ゾーン 30 プラスの整備

木
更
津
市
（
千
葉
県
）

◇
電
子
地
域
通
貨
「
ア
ク
ア
コ

イ
ン
」
の
取
組

　

本
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
地
域
活
動
な
ど
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地

域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年

12
月
か
ら
試
行
運
用
と
し
て

「
三
鷹
市
地
域
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
を
開
始
し
、
令
和
６
年
度

か
ら
の
本
格
運
用
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら

は
、
利
用
者
が
現
金
で
チ
ャ
ー

ジ
す
る
電
子
マ
ネ
ー
で
あ
る

「
地
域
マ
ネ
ー
」
の
導
入
と
と

も
に
、
ポ
イ
ン
ト
決
済
で
き
る

市
内
店
舗
の
拡
充
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
取
り

組
み
の
参
考
と
す
る
た
め
、
先

進
事
例
で
あ
る
木
更
津
市
を
視

察
し
ま
し
た
。
木
更
津
市
に
お

い
て
は
、
今
後
の
総
人
口
の
減

少
や
さ
ら
な
る
少
子
高
齢
化
が

見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
地
域

自
治
の
基
本
で
あ
る
自
治
会
の

加
入
率
が
徐
々
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
地
域

を
つ
く
る
た
め
、
職
員
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
あ
る

「
14
万
市
民
が
つ
な
が
る
き
さ

ら
づ
デ
ジ
タ
ル
２
０
２
０
チ
ー

ム
」
に
お
い
て
、
３
つ
の
テ
ー

マ
と
し
て
、
(1)
電
子
地
域
通
貨

を
活
用
し
、
市
域
内
の
経
済
循

環
を
高
め
る
こ
と
、
(2)
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
情
報
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
こ
と
（
市

政
情
報
等
を
集
約
（
情
報
の
発

信
と
収
集
）
す
る
市
独
自
の
ア

プ
リ
の
開
発
）
、
(3)
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
、
庁
内
事
務
の
迅
速

化
・
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と

に
つ
い
て
検
討
し
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
推
進
に
関
す
る
報
告
書
」
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
平
成
30
年
３
月
に

「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
、
電
子
地
域
通
貨

ア
ク
ア
コ
イ
ン
が
市
の
施
策
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
石
市
（
兵
庫
県
）

◇
あ
か
し
こ
ど
も
広
場

　

本
市
で
は
〝
子
ど
も
の
森
〟

基
本
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
三
鷹

駅
前
が
子
ど
も
か
ら
始
ま
り
世

代
を
超
え
て
全
て
の
市
民
が
憩

え
る
空
間
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

そ
の
取
り
組
み
の
参
考
と
す
る

た
め
、
先
進
事
例
で
あ
る
明
石

市
を
視
察
し
ま
し
た
。
明
石
市

で
は
、
明
石
駅
前
の
複
合
ビ
ル 

「
パ
ピ
オ
ス
あ
か
し
」の
中
に
、

幅
広
い
年
齢
の
子
育
て
を
サ
ポ 

ー
ト
す
る
た
め
、
あ
か
し
こ
ど

も
広
場
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

◇
認
知
症
あ
ん
し
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　

本
市
で
は
、
認
知
症
の
高
齢

者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
「
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま

ち
三
鷹
」
の
実
現
を
目
指
す
条

例
の
制
定
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
後
の
認
知
症

施
策
の
参
考
と
す
る
た
め
、
先

進
事
例
で
あ
る
明
石
市
を
視
察

し
ま
し
た
。
明
石
市
で
は
、
認

知
症
診
断
費
用
の
助
成
や
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
人
に
給
付
金

の
支
給
を
行
う
と
と
も
に
、
当

事
者
と
そ
の
家
族
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
宅
配
弁
当
の

チ
ケ
ッ
ト
等
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

券
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

生
駒
市
（
奈
良
県
）

◇
介
護
予
防
事
業

　

本
市
で
は
、
令
和
５
年
12
月

開
設
の
「
福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど
ん

ぐ
り
山
」
に
お
い
て
、
民
間
企

業
に
よ
る
先
進
的
な
介
護
予
防

の
実
践
な
ど
の
事
業
を
行
う
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
さ
ら
な
る
介
護
予
防
の
推

進
の
参
考
と
す
る
た
め
、
先
進

事
例
で
あ
る
生
駒
市
を
視
察
し

ま
し
た
。
生
駒
市
で
は
、
支
援

を
要
す
る
高
齢
者
を
把
握
す
る

た
め
、
75
歳
以
上
の
市
民
に
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
年
１
回

送
付
し
、
生
活
機
能
低
下
者
を

発
見
し
、
早
期
に
自
立
の
状
態

に
回
復
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
（
愛
知
県
）

◇
豊
橋
市
ま
ち
な
か
図
書
館

　

本
市
で
は
、「
三
鷹
市
立
図
書

館
の
基
本
的
運
営
方
針
」
に
お

い
て
、目
指
す
図
書
館
像
に「
人

と
本
と
情
報
が
つ
な
が
り
、
市

民
に
役
立
つ
身
近
な
図
書
館
」

を
掲
げ
、
地
域
の
情
報
拠
点
及

び
全
て
の
市
民
の
豊
か
な
読
書

活
動
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館

活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
に
寄
り
添
う
図
書
館
活
動

に
よ
り
、
人
と
人
が
交
流
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま 

す
。
そ
こ
で
、「
知
と
交
流
の
創

造
拠
点
」
と
し
て
の
図
書
館
の

在
り
方
の
参
考
と
す
る
た
め
、

先
進
事
例
で
あ
る
豊
橋
市
を
視

察
し
ま
し
た
。
豊
橋
市
ま
ち
な

か
図
書
館
は
令
和
３
年
11
月
、

豊
橋
駅
東
口
地
域
に
建
設
さ
れ

た
再
開
発
ビ
ル
内
に
開
館
し
ま

し
た
。
同
図
書
館
で
は
、
図
書

館
を
市
民
に
身
近
な
も
の
と
す

る
た
め
、
館
内
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流

し
、
カ
フ
ェ
を
併
設
し
て
い
る

ほ
か
、
会
話
や
飲
食
を
楽
し
み

な
が
ら
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
空
間
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
固
定

化
や
年
齢
層
の
偏
り
、
現
役
世

代
や
若
年
利
用
者
層
の
利
用
低

迷
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
し
、

新
た
な
利
用
者
層
の
発
掘
を
目

指
す
た
め
、
図
書
資
料
の
配
架

は
、
従
来
の
図
書
館
で
使
用
さ

れ
て
き
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
日
本
十
進

分
類
法
）の
分
類
基
準（
総
記
、

哲
学
、
歴
史
、
社
会
科
学
、
自

然
科
学
、技
術
、産
業
、芸
術
、

言
語
、文
学
に
分
類
す
る
方
法
）

に
と
ら
わ
れ
ず
、
独
自
の
テ
ー

マ
配
架
（
各
ゾ
ー
ン
・
ス
ペ
ー

ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
図

書
を
司
書
が
選
定
し
、
ま
と
め

て
並
べ
る
方
法
）
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ト
ー
ク
シ 

ョ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
留

学
生
と
の
交
流
会
、
ま
ち
か
ど

保
健
室
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
開
催
し
、
同
図
書
館
が
活

字
以
外
の
生
き
た
情
報
の
発
信

や
新
た
な
交
流
の
場
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
潟
市
（
新
潟
県
）

◇
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
と
新
バ
ス
シ

ス
テ
ム

　

本
市
で
は
、
満
足
度
と
質
が

高
く
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し

て
快
適
に
移
動
で
き
る
公
共
交

通
環
境
の
整
備
を
目
指
し
て
お

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
市
内

一
部
地
区
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
交
通
や
小
型
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に

よ
る
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
後
の
交
通
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
将
来
的
な
在
り

方
の
参
考
と
す
る
た
め
、
先
進

事
例
で
あ
る
新
潟
市
を
視
察
し

ま
し
た
。
新
潟
市
で
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
公
共
交

通
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
導
入
と
併
せ
て
乗
換
拠

点
な
ど
を
整
備
し
、
ま
ち
な
か

の
バ
ス
路
線
を
効
率
的
に
再
編 

・
集
約
す
る
こ
と
で
、
全
市
的

な
バ
ス
路
線
再
編
を
図
る
「
新

バ
ス
シ
ス
テ
ム
」
を
平
成
27
年

か
ら
開
始
し
て
お
り
、
バ
ス
利

用
者
数
の
増
加
や
交
通
の
円
滑

化
と
環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

熊
谷
市
（
埼
玉
県
）

◇
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
整
備

　

本
市
で
は
、
快
適
な
歩
行
空

間
の
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通

量
の
増
加
や
生
活
道
路
へ
の
車

両
の
流
入
な
ど
に
よ
り
道
路
環

境
の
変
化
が
あ
っ
た
地
区
に
お

い
て
、
歩
行
者
等
の
通
行
の
安

全
性
や
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
緊
急
安
全
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
活

道
路
に
お
け
る
安
全
対
策
の
参

考
と
す
る
た
め
、
先
進
事
例
で

あ
る
熊
谷
市
を
視
察
し
ま
し

た
。
熊
谷
市
で
は
、
一
部
地
域

に
お
け
る
通
り
抜
け
車
両
が
多

い
ル
ー
ト
へ
、
速
度
が
出
な
い

よ
う
な
対
策
と
し
て
ハ
ン
プ
や

ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
な
ど
の
物
理
的

デ
バ
イ
ス
等
を
設
置
す
る
ゾ
ー

ン
30
プ
ラ
ス
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
他
地
域

で
も
整
備
を
計
画
す
る
な
ど
更

な
る
安
全
性
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

電子地域通貨「アクアコイン」の取組
の視察（木更津市）

豊橋市まちなか図書館の視察（豊橋市）

ゾーン 30プラスの整備の視察（熊谷市）

あかしこども広場の視察（明石市）

総
務
委
員
会

文
教
委
員
会

ま
ち
づ
く
り

環
境
委
員
会

厚
生
委
員
会


